
平成２２年４月１日

平成２２年度

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業に係る

２次（ヒアリング）審査の開催について（詳細）

農林水産技術会議事務局 研究推進課

１．開催日程について（各課題のヒアリング予定時間は、別紙（時間割）をご覧下さい。）

（１）研究領域設定型研究

① 競争力強化のための生産システムの改善

（１日目）

開催日：平成２２年４月１５日（木） 午前及び午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

（２日目）

開催日：平成２２年４月１６日（金） 午前及び午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

② 新たな可能性を引き出す新需要の創造

開催日：平成２２年４月１３日（火） 午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

③ 地域農林水産資源の再生と生態系保全

開催日：平成２２年４月１４日（水） 午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

④ 食品産業の競争力強化と農林水産物・食品の輸出拡大

開催日：平成２２年４月１９日（月） 午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

⑤ 温室効果ガス排出削減のための省エネルギー・新エネルギー対策

開催日：平成２２年４月２３日（金） 午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１



（２）現場実証支援型研究

（１日目）

開催日：平成２２年４月２１日（水） 午前及び午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

（２日目）

開催日：平成２２年４月２２日（木） 午前及び午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

（３）機関連携強化型研究

開催日：平成２２年４月２７日（火） 午後

場 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

東京都千代田区霞が関１－２－１

（注１）別添により受付番号と研究区分（研究領域）をご確認下さい。

（注２）研究領域設定型研究の「① 競争力強化のための生産システムの改善」及び「現

場実証支援型研究」のヒアリングは２日間にわたって行いますので、当該研究区分

（研究領域）の研究総括者はヒアリング実施日に十分注意（別紙（時間割）で確認）

して下さい。

２．ヒアリング審査について（留意事項）

（１）ヒアリング審査の時間等について

① 研究領域設定型研究については、研究総括者によるプレゼンテーション（持ち時

間１０分）、評価委員による質疑応答（８分）の計１８分間で行います。

② 現場実証支援型研究及び機関連携強化型研究については、研究総括者によるプレ

ゼンテーション（持ち時間８分）、評価委員による質疑応答（６分）の計１４分間

で行います。

・また、１課題当たりの出席者数は研究総括者を含め最大３名（遵守）までとします。

・なお、ヒアリングの進行状況により、予定されている開始時間より繰り上げてヒア

リングが開始される場合もありますので、予定されている開始時間の２０分前には

お越し下さい。

（２）プレゼンテーションについて

プレゼンテーションは、原則としてパワーポイントを使用して行っていただきます

（パワーポイントを使用しない場合は【問い合わせ先・パワーポイント電子ファイル

の受付】まで連絡願います）。



・パワーポイントの使用に当たって、ヒアリング審査開催日の３日前必着で【問い合

わせ先・パワーポイント電子ファイルの受付】あてに電子ファイル（オフィス2003、

2007形式の Windows 用ファイルのみ可、容量５メガ以内）をメールにて送付して

下さい。折り返し、受付確認メールを返信します。

・提出期限を過ぎた場合は、受け付けることができませんのでご留意下さい。また、

パソコンの会場への持込は不可としているので注意して下さい。

・紙資料を使用する場合には、コピーを２０部用意し、当日ご持参下さい。

・会場への試作品等の持ち込みは可能ですが、試食品を提供することは禁止します。

（参考）２次（ヒアリング）審査でのポイント

・出席者全員の紹介は、貴重なプレゼン時間を消耗させるだけです。発表者のみ簡単

に自己紹介する程度で結構です。

・２次（ヒアリング）審査は、専門分野の評価委員ばかりではありません。誰にでも

わかりやすい発表内容にする必要があります。

・制限時間内に、ポイントを押さえたプレゼンをする必要（情報の盛り込みすぎは、

短時間ではわかりにくい）があります。

・事前にプレゼンの練習を必ず行ってからヒアリングに臨んで下さい（プレゼン能力

も重要な要素、平常心を保つため、事前に練習）。

・評価委員の質問に対して的確に回答（専門分野以外の評価委員からの質問も想定）

して下さい（的を射ていない回答は印象が悪い）。

（３）人事異動等による研究総括者の交替について

提案課題の応募時以降に研究総括者が人事異動等により交替、若しくは研究課題が

採択され、研究開始となる時点において、研究総括者が交替となることが見込まれる

場合は、後任の研究総括者の情報について別添変更届を作成の上、【問い合わせ先・

パワーポイント電子ファイルの受付】に４月８日（木）１７：００（厳守）までに提

出願います。

【問い合わせ先・パワーポイント電子ファイルの受付】

（社）農林水産技術情報協会

〒103-0026 東京都中央区日本橋兜町15-6製粉会館６Ｆ

電話：03-3667-8931、FAX：03-3667-8933

ファイル受付 e-mail：koubo@afftis.or.jp
（担当）武政（たけまさ）



順番 受付番号

1 388 10:00 ～ 10:18

2 339 10:20 ～ 10:38

3 340 10:40 ～ 10:58

4 268 11:00 ～ 11:18

5 109 11:20 ～ 11:38

6 14 11:40 ～ 11:58

7 286 13:00 ～ 13:18

8 350 13:20 ～ 13:38

9 341 13:40 ～ 13:58

10 363 14:00 ～ 14:18

11 375 14:20 ～ 14:38

12 355 14:40 ～ 14:58

13 7 15:15 ～ 15:33

14 358 15:35 ～ 15:53

15 380 15:55 ～ 16:13

16 26 16:15 ～ 16:33

17 172 16:35 ～ 16:53

18 262 16:55 ～ 17:13

「競争力強化のための生産システムの改善」　【第１日目】

開催日：平成２２年４月１５日（木）

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。

ヒアリング時間帯

休　　　　憩

休　　　　憩

プレゼンテーション：10分、質疑：８分



順番 受付番号

19 254 9:40 ～ 9:58

20 22 10:00 ～ 10:18

21 164 10:20 ～ 10:38

22 170 10:40 ～ 10:58

23 75 11:00 ～ 11:18

24 336 11:20 ～ 11:38

25 81 11:40 ～ 11:58

26 313 13:00 ～ 13:18

27 33 13:20 ～ 13:38

28 379 13:40 ～ 13:58

29 382 14:00 ～ 14:18

30 394 14:20 ～ 14:38

31 399 14:40 ～ 14:58

32 139 15:15 ～ 15:33

33 346 15:35 ～ 15:53

34 367 15:55 ～ 16:13

「競争力強化のための生産システムの改善」　【第２日目】

プレゼンテーション：10分、質疑：８分

開催日：平成２２年４月１６日（金）

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

ヒアリング時間帯

休　　　　憩

休　　　　憩

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。



順番 受付番号

1 303 13:00 ～ 13:18

2 158 13:20 ～ 13:38

3 133 13:40 ～ 13:58

4 400 14:00 ～ 14:18

5 71 14:20 ～ 14:38

6 191 14:40 ～ 14:58

7 108 15:15 ～ 15:33

8 376 15:35 ～ 15:53

9 277 15:55 ～ 16:13

10 362 16:15 ～ 16:33

11 330 16:35 ～ 16:53

12 152 16:55 ～ 17:13

「新たな可能性を引き出す新需要の創造」

ヒアリング時間帯

プレゼンテーション：10分、質疑：８分

休　　　　憩

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。

開催日：平成２２年４月１３日（火）

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）



順番 受付番号

1 19 13:00 ～ 13:18

2 6 13:20 ～ 13:38

3 176 13:40 ～ 13:58

4 89 14:00 ～ 14:18

5 157 14:20 ～ 14:38

6 353 14:40 ～ 14:58

7 270 15:15 ～ 15:33

8 314 15:35 ～ 15:53

9 128 15:55 ～ 16:13

10 180 16:15 ～ 16:33

11 165 16:35 ～ 16:53

12 397 16:55 ～ 17:13

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

「地域農林水産資源の再生と生態系保全」

開催日：平成２２年４月１４日（水）

プレゼンテーション：10分、質疑：８分

休　　　　憩

ヒアリング時間帯

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。



順番 受付番号

1 149 13:00 ～ 13:18

2 364 13:20 ～ 13:38

3 383 13:40 ～ 13:58

4 212 14:00 ～ 14:18

5 368 14:20 ～ 14:38

6 347 14:40 ～ 14:58

7 73 15:15 ～ 15:33

8 83 15:35 ～ 15:53

9 87 15:55 ～ 16:13

10 360 16:15 ～ 16:33

「食品産業の競争力強化と農林水産物・食品の輸出拡大」

注：開始時刻の20分前にはお越し下さい。

休　　　　憩

プレゼンテーション：10分、質疑：８分

ヒアリング時間帯

開催日：平成２２年４月１９日（月）

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）



順番 受付番号

1 12 13:00 ～ 13:18

2 179 13:20 ～ 13:38

3 134 13:40 ～ 13:58

4 306 14:00 ～ 14:18

5 241 14:20 ～ 14:38

6 354 14:40 ～ 14:58

7 334 15:15 ～ 15:33

8 190 15:35 ～ 15:53

9 78 15:55 ～ 16:13

10 406 16:15 ～ 16:33

11 182 16:35 ～ 16:53

「温室効果ガス排出削減のための省エネルギー・新エネルギー対策」

開催日：平成２２年４月２３日（金）

ヒアリング時間帯

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

プレゼンテーション：10分、質疑：８分

休　　　　憩

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。



順番 受付番号

1 94 9:30 ～ 9:44

2 213 9:45 ～ 9:59

3 51 10:00 ～ 10:14

4 373 10:15 ～ 10:29

5 156 10:30 ～ 10:44

6 34 11:00 ～ 10:14

7 37 11:15 ～ 11:29

8 41 11:30 ～ 11:44

9 42 11:45 ～ 11:59

10 80 12:00 ～ 12:14

11 223 13:15 ～ 13:29

12 351 13:30 ～ 13:44

13 316 13:45 ～ 13:59

14 154 14:00 ～ 14:14

15 216 14:15 ～ 14:29

16 208 14:30 ～ 14:44

17 175 14:45 ～ 14:59

18 228 15:15 ～ 15:29

19 236 15:30 ～ 15:44

20 20 15:45 ～ 15:59

21 243 16:00 ～ 16:14

22 307 16:15 ～ 16:29

23 284 16:30 ～ 16:44

24 323 16:45 ～ 16:59

プレゼンテーション：８分、質疑：６分

休　　　　憩

休　　　　憩

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。

休　　　　憩

現場実証支援型研究　【第１日目】

開催日：平成２２年４月２１日（水）

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

ヒアリング時間帯



順番 受付番号

25 384 9:00 ～ 9:14

26 361 9:15 ～ 9:29

27 144 9:30 ～ 9:44

28 166 9:45 ～ 9:59

29 95 10:00 ～ 10:14

30 150 10:15 ～ 10:29

31 396 10:45 ～ 10:59

32 145 11:00 ～ 11:14

33 398 11:15 ～ 11:29

34 16 11:30 ～ 11:44

35 267 11:45 ～ 11:59

36 197 12:00 ～ 12:14

37 46 13:15 ～ 13:29

38 328 13:30 ～ 13:44

39 348 13:45 ～ 13:59

40 27 14:00 ～ 14:14

41 61 14:15 ～ 14:29

42 64 14:30 ～ 14:44

43 113 15:00 ～ 15:14

44 31 15:15 ～ 15:29

45 238 15:30 ～ 15:44

46 184 15:45 ～ 15:59

47 39 16:00 ～ 16:14

48 235 16:15 ～ 16:30

休　　　　憩

休　　　　憩

プレゼンテーション：８分、質疑：６分

休　　　　憩

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

開催日：平成２２年４月２２日（木）

ヒアリング時間帯

現場実証支援型研究　【第２日目】



順番 受付番号

1 414 13:00 ～ 13:18

2 413 13:20 ～ 13:38

3 416 13:40 ～ 13:58

4 412 14:00 ～ 14:18

5 407 14:20 ～ 14:38

6 415 14:40 ～ 14:58

7 417 15:15 ～ 15:33

8 410 15:35 ～ 15:53

9 409 15:55 ～ 16:13

10 411 16:15 ～ 16:33

11 408 16:35 ～ 16:53

注：来館の手続きを済ませ、開始時刻の20分前にはお越し下さい。

ヒアリング時間帯

場　 所：農林水産省農林水産技術会議事務局委員室（６階、ドア№本678）

機関連携強化型研究

休　　　　憩

開催日：平成２２年４月２７日（火）

プレゼンテーション：10分、質疑：８分



１．研究領域設定型研究

7 14 22 26 33 75 81 109 139 164

170 172 254 262 268 286 313 336 339 340

341 346 350 355 358 363 367 375 379 380

382 388 394 399

71 108 133 152 158 191 277 303 330 362

376 400

6 19 89 128 157 165 176 180 270 314

353 397

73 83 87 149 212 347 360 364 368 383

12 78 134 179 182 190 241 279 306 334

354 406

16 20 27 31 34 37 39 41 42 46

51 61 64 80 94 95 113 144 145 150

154 156 166 175 184 197 208 213 216 223

228 235 236 238 243 267 284 307 316 323

328 348 351 361 373 384 396 398

407 408 409 410 411 412 413 414 415 416

417

（４）食品産業の競争力強化と農林水産物・食品の輸出拡大

受付番号と研究区分、研究領域を確認して下さい。

３．機関連携強化型研究

（別添）

平成２２年度 新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業
２次（ヒアリング）審査対象課題

（数字は受付番号を示す）

（５）温室効果ガス排出削減のための省エネルギー化、新エネルギー対策技術

２．現場実証支援型研究

（１）競争力強化のための生産システムの改善

（２）新たな可能性を引き出す新需要の創造

（３）地域農林水産資源の再生と生態系保全



研究総括者の交替による応募書類（研究計画書）の変更様式 

 
 

受付番号 研究課題名 

  

 
 

研究総括者（変更後） 研究総括者（変更前） 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏  名 

 ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏  名 

 

所属部署  所属部署  

役  職  役  職  

勤 務 先 

住 所 等 

 
勤 務 先 

住 所 等 

 

 

研究総括者の経歴等（変更後の研究総括者の情報を記載） 
 

研究総括者名  

最 終 学 歴  

学    位  

主な職歴と 

研 究 内 容 

 

 



主な研究論文、著書及び特許の取得（変更後の研究総括者の情報を記載） 
 

氏  名 主な研究論文・著書・特許（近年の重要なものを５件以内） 

（研究総括者） 
 

 

他府省を含む他の競争的資金等の応募・受入状況（変更後の研究総括者の情報を記載） 

（１）他の競争的資金制度及びプロジェクト研究に関する委託・助成の実績の有無  有・無 

（２）他の競争的資金制度等への申請の有無  有・無  

（３）((１)及び(２)において該当がある場合)研究の内容 

    ①研究制度名： 

    ②研究課題名： 

    ③研究実施期間： 

    ④研究費総額： 

    ⑤エフォート： 

    ⑥これまでの研究成果((１)において該当がある場合のみ記載)： 

 

研究総括者の変更理由 

 



 




